

















「十八世紀の残り三分の一」とは一七六七年から一八〇〇年までであるが、この時期に人々の意識の中でどのような変化が生じたのであろうか。歴史を題材にした小説や戯曲が書かれるのはこの頃からである。ゲーテの『ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン』の初演は一七七四年 ったし、八〇年代には英国のスコットに影響を与えたベネディクテ・ナウベルトの歴史小説が生まれる。 かしアーレントの念頭 あるのこのような文芸上の変化で あるまい。ヘーゲ の名を挙げているこ
とから分かるように、歴史哲学の出現を捉えてのことであろう。ドイツにおけるこの分野での最初の重要な著作はヘルダーの『人類の形成についての歴史哲学の試み』 （一七七四年）である。すぐに売り切れるほど評判となった。改訂版として構想された が『人類史の哲学のための構想』 （一七八四─九一年）である。この間、レッシングの『人類の教育』 （一七八〇年） 、カントの『世界市民的意図を持つ普遍史について』 （一七八四年）が書 れ、イエナ大学でシラー 講義 世界 とは何か、
 また何のためにこれを学ぶか』 （一七八九年）が行われた。シ
ラー この時既にネーデルラント独立戦争を題材とした劇作品『ドン・カルロス』と歴史書「 『統一ネーデルラント スペイン政府から 離脱の歴史』を書いていた。
アーレントが言うように、ドイツにおいては人々の歴史に対する関




















からレッシング 『人類の教育』から四十二年目 。しかしながら、ヘルダーやレッシングからヘーゲルに至るドイツ歴史哲学の歩みはアーレントが考え ほど順調ではなかった。フランス革命の陰惨な現実が十八世紀の楽天的な歴史像を打ち砕い からである。
我々はヘーゲルの影響力の大きさを知るが故に、歴史哲学が哲学の



























意にある。 「ヘルダーの原理は人間性」であり、 「歴史におけ 哲学原理を具体的現象そのも の内に見いだす
⑺
 。 」 「人間性」とは「人間の揺
りかごと棺桶に押し寄せるありとあらゆる概念の集合体」であり、 「 『人間にか わることで私に関係のな ものはない』というテレンティウ














ルは一八二九年に『歴史の哲学』を出版している。これは前年ウイーンで行った講義が基礎となっているが、太古から現代までを扱った大部の書物である。ヘーゲル 『歴史 講義』を出版したガンス 歴史哲学を完成させ 人物としてヴィーコ、ヘルダー、ヘーゲルと並んでシュレーゲルの名を挙げている
⑽
 。一八二八年といえばヘーゲルがベ










































− 110 − − 111 − （20）
ヘーゲルの自由が「悪の原則」であり、 「世界精神」が「反キリスト






 に到達したとヘーゲルは言う。 かつてアナクサゴラスは 「理






















































eltgeschichte ist das W
eltgericht ）という言葉がある。
十九世紀を通じてこの詩句はシラーの意図とは無関係に通俗的な歴史観を表す格言として流布した。ビュ ヒマンの 『名言辞典』 （一八六四年）にも収録されている

 。十九世紀の人々はこの言葉を「歴史の大事件を















































































































酷きわまりないあの悲劇的なドラマを演じた概念だけを、運命 然性の暗いエネルギーだけ 、そこに見ようとする。ある党派を 別党派と同じように、世界精神に教え込まれた役割を演じたと見做すのである

 。
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ダントンの台詞を念頭に置いて書いていることは明らかだが、 「世界
















にヘーゲルを見ている。実を言えば、フランス革命の中 必然 力見たのはヘーゲルだけではない。フラ ス革命史を書いたミニェやティエールもフランス革命の進行の中に必然性を見たのである。ミニェによれば革命の「様々な局面は殆ど必然」である。そこには「抗いがい力」が作用している

 。かかる「力」の源泉は事件の原因と人々の情






ナポレオンの出現についてはこう述べている。 「ブリュメール十八日の革命については」 、 「自由を圧殺するクーデタ」だとか、 「無政府状態に終止符を打 必要な行為」であったとか様々に言われるが、
これに対して、ナポレオンは神秘的な課題を成し遂げるために現れたと、




確立と拡大という歴史的使命を果したというのだが、これは「理性の狡知」についてのヘーゲルの考えと同じである。歴史 主導するのは理性もしくは普遍的理念であるが、それが直接に歴史 舞台 登場す


























自由意志を認めない。世界精神の論理の前には人間の良心や迷い、決断など何の意味もな 。もっとも、ヘーゲルの世界精神は、旧約の神がヨナに対して行ったように行為を強制することはない。人間の情念や欲望を自らの目的に利用するだけである。歴史的人物たちはあくまでも自分の欲求を貫く である。彼らは自らの利害追求が世界精神の戦略に組み込まれていること 知ら
一方、グツコーにとって歴史の主体は人間である。歴史はいわば自

















− 104 − − 105 − （26）
グツコーの主張はこうだ。自分は神の正義が歴史に顕れるとは思わない。もし、実際に歴史が神の裁きの記録であるなら、犯罪者が裁かれずに放置されるわけはない。犠牲者の無念が晴らされなければ詩句の正しさは証明できない。グツコーがこの詩句を引用す のは ヘーゲルを批判するため あ 。彼の 哲学が権力者の犯罪と責任を免除しているというのである。権力犯罪の例としてフィリップ二世とロベスピエー 挙げているが、ヘーゲルが彼らを積極的に免責した事実はない。スペインにおけ 異端審問に触れた一節で「フィリップ二世以降のスペイン王たち」がアラゴンなどの地域に残っていた「数々の個別的権利と特権」を「完全に抑圧した」と述べている

 。ネーデルラ
ント独立戦争につ ても、フィリップ二世をプロテスタント的信仰によって団結する市民階級によって打ち破られる歴史の敗退者と捉えいる。ロベスピエールの恐怖政治も 主観的な美徳」に基づく「この上なく恐ろしい専制」だと見なし、 このような専制は滅びるほかなかった」と述べている

 。しかし、ヘーゲルは個々の事象や事件を世界精神
の自己運動の反映と て捉えるため、個人の責任を問うことはし い。フィリップ二世 専制も旧体制の代表者であるに過ぎず、彼の道徳性や人格が問題になることはない。ロベスピエールの暴虐にしてもあくまで主観的な自由の追求 結果であり、猜疑心、凡庸とい 個人の性質は関心の外にある。
シラーの詩句はこのように様々な文脈で引用され利用されたが、そ












の何 るかも知らぬうちに、生命の松明を消されたのだ。 「別 人生でその分支払う ら、お前の青春 私におくれ。 「お前の心 とってかくも大切な女であるラウラを私におくれ。墓場の向こう側で、お前苦しみは十二 の利息を生むだろう

 。 」これが女神の約束であった。そ
れに従って青春と愛するラウ を手放した。こ を見て世間は散々に嘲り、罵る。お前の信じる神々 「病んだ世界の計画が狡猾に考え出した偽 の救い主」だ。 「お前が自慢げに吹聴する永遠」とやらは、 「良心の不安という虚ろな鏡に映し出された我々自身の恐怖の巨大な影」にすぎない。熱に かされたお前 妄想が「不死」と呼ぶ は、 「墓穴の冷たい住ま に漂う希望の香気に騙されて生者の姿だ 思い込んだ偽り 幻影、時代のミイラ」に他ならない
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現世の幸福を秤にかけ取引しようと た の功利的な考えが批判される。天国に入るため 享楽を断念する う傾向はキリスト教徒に広
く見られたし、教会も信者のこうした心情を利用したので、キリスト教に対する批判と見ることができる。詩句は最後の審判の実在性を否定している。彼岸も くは霊界の存在自体があやふやである。永遠という名の世界の母は姿を現さない。裁 や果報も 「あの星」 （地球のこと）で人々が信じる「明朗な伝説」にすぎない

 。彼に真実を告げるのは目
に見えぬ守護神 声、言う れば彼自身の内声である。青春とラウラをめぐる女神とのやりとりも男の思い込みか幻聴 あろ 。 「幻想」という副題はそう示唆しているように思える。希望や 仰に報償はない、望みを持つこと、救済を信じること自体が人生の幸福であると守護神は説く。この幸福のために人は進んで享楽を放棄すべし。人 生は死によって完結する。
それにしても、守護神の台詞に問題の詩句はいささかそぐわない。













− 102 − − 103 − （28）
的存在である。例としてフィヒテの『現代という時代の特徴』を挙げることができる。フィヒテによれば、歴史を構成する様々な時代は互いに関係している。ある時代のあり方は先行する時代によって決められて る。それぞれの時代は人間 歴史を決定する計画の実現形態である。 「世界の計画は歴史の統一体 中で明確に捉えることができるし、人類の地上生活の主要な時代は完全にこの計画から派生

 。 」シラー
もこの言葉を度々使っている。 『人間の動物的性質と精神的性質の関係について』という一八〇〇年の論文 、 「世界の計画 観察するこによって人間 様々な能力を訓練す 」ことが、人間 道徳的・肉体的完成を目指す人々の共通の認識であると述べてい

 。人間は自然か
ら与えられた能力に気づき、それを養う で自己を確立し完成させるという意味である。この場合 目印とな が「世界の計画」である。世界が人間を生み出した意味と目的 読み取り、 意図に従って自己の肉体的・精神的完成を目指す。 「世界 計画」は「自然の計画」（N
aturplan ）と言い換えてもよい。シラーはイエナ大学での講義で人
間の進化は「自然の計画」であると述べ いる 自然 静か 手がすでに世界の始まりより人間の能力 発展させ、かかる偉大な自然の計画の実現のためにそれぞれ 時代に何が獲得 れる を正確に示している

 。 」
「世界の計画」あるいは「自然の計画」についてのシラーの議論を踏まえれば、 『あきらめ』に出てくる「病んだ世界の計画」という言葉の意味が理解され であろう。 「世界の計画」というのは、自然や歴史、人間の運命や使命にかかわる天 計画であ 本質 に理性的である
べきこの「計画」が病的であると言うのである。病んだ世界とは不条理の世界である。光や希望のない世界である。ここに生きる人間に偽りの救い主が現れ 神々という虚像である。 「病んだ世界の計画」とは嘲笑者たちの台詞だが、彼ら 代弁するのは物質主義的な人 観である。彼らは「神々」を否定し、 「永遠」を否定する。 「不死」も「未来」も否定する。拠り所とするのは感覚と欲望、 「確かな財産」だけである。彼らは理想や理念を信じない。観念論者であるシラーがこのような立場を是認するわけ ない。理想や希望のない享楽など幸福の感情を生むはずもないからである。彼の考えは守護神を通して表明される。 「世界の歴史が世界の審判なのだ」 いう詩句によって、シラーは「最後の審判」 を否定しながら、 人間の歴史や日々の営みに 「自然の計画」が息づいていると告げ ので注⑴
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